
協議会からのご意見を踏まえた
地域づくりや利活用に関する方策案

資料２



第1・2回活用部会、第4回協議会における主なご意見・ご提案
（福島潟モデルPJ含めた全体）

短期的に検討

・潟カメラの活用（YouTube配信など）

・授業の一環で学生とコラボしたイベント実施や、学生によるSNS発信

・多言語化

1. 広報
①ウェブサイトの改善⇒p.4～7
・ウェブサイトまでたどり着ける工夫が必要（相互リンクの依頼など） ⇒p.4
・お問合せ内容の回答項目の手前に、問い合わせカテゴリーを用意⇒p.5
・指標種選定理由の説明を追加⇒p.6
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2. 観光

③景色を見ながらお茶を楽しめる場所は地域の魅力を伝える上で有効
⇒資料3. 福島潟モデルPJ「オープンカフェ」

福島潟モデルPJ内で短期的に検討

・ヒシやマコモなど、福島潟のプロダクトの活用
・レンタサイクルの運用、福島潟堤防を回るサイクリング
・アウトドアメーカーとの連携

福島潟モデルPJ内で中期的に検討
・潟舟の活用
・雁晴れ舎の活用
・キャンプ場の冬期利用（ウィンターキャンプ）
・ラムサール条約湿地自治体認証の活用

②ターゲット層の明確化が必要⇒p.10～15. 参考資料
・プロジェクトを走らせながら、利用者のバックグラウンド（利用目的等）や要求

を都度解析することで、ターゲットを明確化しターゲットに合わせた情報を発信
・アドベンチャーツーリズムを参考にしてはどうか
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環境学習モデルPJとして実施
・中学校等の総合的な学習の時間における今後の連携案の検討（短期）
・「小・中・高校の総合的な学習の時間でフィールドワーク」（中期）
・「環境分野に関心のある生徒が集いゼミのように学び合える場づくり」 （中期）
・「地域貢献プロジェクトの環境分野チームの伴走」 （中期）

6. 環境学習

④他地域との連携
他の生態系ネットワークとも連携し、県や地方をまたいだネットワークの構築や
海外との連携など、生物に限らず様々な分野でのネットワークの拡大を推進
⇒ p.8～9（新潟大の学外実習：関東エコネット視察）

4. 支援体制の構築

5. その他

中期的に検討
・ビュー福島潟の反対側にサテライト的な休憩場所の設置

短期的に検討
・農業者の参画

3. 農業
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①ウェブサイトの改善

・北陸地方整備局
・信濃川大河津資料館
・阿賀野川河川事務所
・阿賀野川の自然
・あがのがわ環境学舎
・新潟県立鳥屋野潟公園
・鳥屋野潟がってんプロジェクト
・水の駅「ビュー福島潟」
・NPO法人ねっとわーく福島潟
・菱風荘（りょうふうそう）
・新潟県立環境と人間のふれあい館
・遊水館（ゆうすいかん）
・佐潟水鳥湿地センター
・佐潟と歩む赤塚の会
・阿賀野市
・瓢湖

相
リンク一覧 ：相互リンク相

・リンクの追加。
・相互リンクの呼びかけ。

相

Facebookで紹介いただいた

えちごエコネットHP 改善例

前回からの進捗状況

相
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お問合せ内容の回答項目の手前に
問い合わせカテゴリーを用意

問い合わせカテゴリーの追加

えちごエコネットHP 改善例

ご質問/ご意見/えちごエコネットへの参加希望/その他

・えちごエコネットや生態系ネットワークの考え方

・えちごエコネットの見どころ

・環境づくりや地域づくりに向けた進め方や目指すこと

お問い合わせ目的

お問い合わせ内容

・指標種

・ガン類
・ハクチョウ類
・トキ
・その他

・環境づくり
・人・地域づくり
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指標種選定理由の説明を追加

指標種にハクチョウ類、
トキを選定した理由を追記

えちごエコネットHP 改善例
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・一般の方向けにエコネットを分かりやすく解説したスライドページの追加
・同ページへリンクするバナーの追加

スライドページ（案）バナー（案）
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新潟大学 関東エコロジカル・ネットワーク学外実習（6/4-5）

ねらい
関東地域と越後平野のエコロジカル・ネットワーク事業の交流の一環として、新潟大学の学生が関東
エコロジカル・ネットワークの主要フィールドにおいて、越後平野における大型水鳥類の生息環境の
拡充に向けた、堤内外の事業連携の望ましいあり方について考える。

対 象 新潟大学 大学院生24名（理学部系・農学部系）

コーディネート （公財）日本生態系協会

6/4
（日）
野田市

こうのとりの里

講話①「野田市を拠点に広がる関東のエコネットについて」：野田市みどりと水のまちづ
くり課
講話②「江川地区の経緯と現況の取組みについて」：野田共生ファーム

施設見学 コウノトリ飼育施設「こうのとりの里」

巣塔・生物多様性に配慮した水田の視察：（公財）日本生態系協会

前日の降雨により冠水した田んぼ 野田市による講話 （公財）日本生態系協会 職員による水田調査の説明 8

④他地域との連携



6/5
（月）
小山市

コウノトリ交流館 施設見学 「コウノトリ交流館」：わたらせ未来基金

生井桜づつみ周辺

コウノトリの繁殖状況、見守りボランティアの取組み、巣塔の設置の経緯、環境学
習フィールドでの活動状況、ビオトープ水田：小山市自然共生課

遊水地内における湿地形成の取組み：利根川上流河川事務所

与良川統合排水機場
国営栃木南部農業水利事業所の取組み（生物多様性への配慮等）
：栃木南部農業水利事業所

生井公民館

講話①「渡良瀬エコネットの経緯と現況の取組みについて」
：わたらせ未来基金理事長

講話②「関東エコネット推進協議会における取組みについて」
：国土交通省 関東地方整備局 河川環境課

「コウノトリ交流館」施設案内

小山市による現地案内

栃木南部による施設案内
（排水機場屋上） 関東地整による講話 記念撮影

利根上流河川事務所による現地案内
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（参考情報）
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アドベンチャーツーリズムのターゲット層
客層全体
・4つ星以上のホテル
・食文化体験など、その土地の文化を体験できるアクティビティが人気。
・専門的な知識が求められないもの（サイクリング、トレッキング等）が人気。

出典：国土交通省観光庁観光地域振興部観光資源課 令和4年

3つのセクター

S1.文化的地域探検者 S2.体験詰め合わせ型
挑戦者

S3.アドベンチャー集中型、
自然・文化探検者

年齢 43.7 37.8 40.2

目的 ハードアクティビティは目
的としていない。文化的な
アクティビティを好む。

ハード・ソフト関係な
く幅広くアクティビ
ティに挑戦する。

ハード・ソフト関係なく定期的に行
えるアクティビティを好む傾向。よ
り専門的なアクティビティを好む。

情報源 旅行業者等 雑誌・ラジオ等の幅広
いメディア

プロのSNS投稿や専門メディア等の
オンライン中心

ソフトアクテビティの例：食文化体験、野生動物観察、ハイキング

②ターゲット層の明確化

⇒他の自然を要素に含むツーリズムよりもアドベンチャーツーリズムの客層は
ハイエンドであり、経済振興に貢献する要素が高い。
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各セクターの好むアクティビティの傾向

出典：国土交通省観光庁観光地域振興部観光資源課 令和4年

福島潟で経験できるアクティビティは、「S1.文化的地域探検者」と
「S3.アドベンチャー集中型、自然・文化探検者」に好まれる傾向がある。
⇒ターゲット層は「S1.文化的地域探検者」と「 S3.アドベンチャー集中型、

自然・文化探検者が考えられる。
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広報手段

ターゲット層
・文化的地域探検者
・アドベンチャー集中型、自然・文化探検者

情報源
・文化的地域探検者⇒旅行業者

・アドベンチャー集中型、自然・文化探検者
⇒プロのSNS投稿や専門メディア等のオンライン中心

旅行ライター等の投稿 専門Webメディア(アクティビティ系)
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県別新潟県への旅行目的

公益社団法人新潟県観光協会HP 旅前アンケートデータ

★：15％以上

★
★

★

★

★

★

★

★

★★

新潟県外の観光客は、宿でのんびりするよりも、イベント参加、アウトドア、名所観光
を旅行目的とする傾向あり。
⇒自然資源を活かした観光のターゲットは県外の観光客？
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県別新潟県への旅行決定前の情報収集媒体

公益社団法人新潟県観光協会HP 旅前アンケートデータ

★ ★ ★ ★ ★

★

★
★

★
★★

★
★

★★
★

★
★
★ ★ ★ ★ ★ ★

★

★：15％以上

どの県からの来訪者においても、主な情報収集媒体は旅行予約サイト。
⇒旅行予約サイトとの連携？
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